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平成２０年３月期通期業績予想（単独）の修正に関するお知らせ 

 

 

平成 20 年１月 28 日の当期第３四半期財務・業績の概況発表時に公表いたしました平成 20

年３月期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）の通期単独業績予想を下記のとおり修正

いたします。 

 

記 

 

Ⅰ．平成 20 年３月期 通期業績予想の修正（平成 19 年４月１日 ～ 平成 20 年３月 31 日） 

 

単独業績予想の修正                         （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 予 想 （Ａ） 6,800 240 470 220 

今 回 修 正 （Ｂ） 6,922 151 433 237 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 122 △88 △36 17 

増 減 率  （％） 1.8 △36.9 △7.8   8.0  

前期実績 6,677 273 394 352 

 

Ⅱ．修正理由 
 
第４四半期において、両面プリント配線板の売上高は計画に比べ好調に推移いたしましたが、

一方で、主力である内製の片面プリント配線板の売上高につきましては、主に照明機器等の住

宅関連分野の需要低下の影響により計画を下回ったため、原価率を押し上げる結果となりまし

た。また、その他に市場調査費用等の一時的な費用の発生もあり、営業利益は前回予想を 88

百万円下回る 151 百万円となる見通しであります。 
経常利益は、前記の営業利益の状況と営業外収益において主に子会社からの受取配当金

が計画に比べ増加したことにより、前回予想を 36百万円下回る 433百万円、当期純利益は、

主に投資有価証券売却益が発生したことにより、前回予想を 17 百万円上回る 237 百万円と

なる見通しであります。尚、詳細な精査を継続していた事により、本日発表する平成 20 年

３月期決算短信と同日の公表となりました。 

 
 
 

 
以上 


